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公共政策とOR  

朝倉書店（271頁）   

して行った研究論文，あるいは大学および研究機関と  

の共同研究によって得られた研究成果である．応用例  

と称されてはいるが，実際の生きた研究成果であり，  

数理モデルの背景となる実際の問題は迫力がある興味  

深い内容である．交通問題，適正な給与を推定する分  

析，施設配置問題，エネルギー政兼など，その応用分  

野は多岐にわたっている．   

本書の記述は，全体として専門書というよりもむし  

ろ教科書のように平易な文体で読みやすいものであり，  

グループで輪読したり，あるいは通勤時に電車の中で  

読むことも可能である．特に第ⅠⅠ部の応用分野はわれ  

われの身近なところであるから，内容から研究のヒン  

トを得たり，新しい応用分野を探るのにも通している  

といえよう．   

我が国では，公共部門における数理的手法の適用は  

あまり進んでいるとはいえない．本書では，米国にお  

ける裁判研究（犯罪者の再犯率の予測など），犯罪研  

究（犯罪多発地区の警官の巡回の効率化など），医療  

政策（看讃の効率化，保健サービス計画など）につい  

て触れられている．これらの分野で研究を進めること  

は，直接間接に私たち自身の生活環境が向上するとと  

もに，ORの普及・促進につながることではないだろ  

うか．近年，政策の決定過程に透明性が求められるよ  

うになってきており，わかりやすい数理モテリレの導入  

は決定過程の透明性を確保するために有益である．そ  

の意味において今後公共部門におけるORの普及をさ  

らに進める必要があり，本書の重要性もさらに増して  

いくであろう．  

（三浦英俊）  

本書は，公共部門における政策決定とその実施にお  

けるORの通用に焦点を当て，現場で遭遇する諸問題  

に取り組むための数理モデルとその応用についてまと  

めた雷である．公共政策分野におけるOR手法とその  

応用について，本書ほど網羅的に扱った書籍はこれま  

で見当たらなかった．政策の決定には価値観や利害の  

異なる多様な主体が関わっていることや，各主体の評  

価基準が住民の便益のみならず公平性，平等性，ある  

いは最近特に注目される効率性など多岐にわたること  

などから，公共部門における意思決定を理論的・数理  

的に取り扱うには困難さが伴ったことも，その理由の  

一つであろう．   

本書は，大きく二つの部に分けて構成されている．  

前半で公共政策の決定と関係の深いOR手法を解吉見し，  

後半で手法の応用例が紹介されている．政策の決定が，  

複数の代替案の作成と，代替案ごとの効果の比較の繰  

り返しによって行われるならば，前者に対応した数理  

モデルとして最適化モテリレおよぴシミュレーション手  

法，後者としては予測手法，待ち行列モデルなどが必  

要となる．第Ⅰ部ではこれらの解説に加えて，基本的  

な数理モデルの構成とその数式・図表現が述べられて  

いる．いずれの手法についても基礎的な内容が平易な  

表現で記述されており，ORを専門としない人にもわ  

かりやすく解吉見されている．   

第ⅠⅠ部の応用例には，実際の問題に対してどのよう  

に数理モデルを当てはめるのか，どのようなデータを  

用いるのかが詳しく記述されている．公共部門への数  

理モテリレの適用例について本書ほどまとまって記述さ  

れた書は少なく，これが本書の最も重要な内容であろ  

う．紹介された応用例は，著者らが大学院生を対象と  
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